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本書は、「地層処分システムの安全評価に関する動画制作」に係る応札資料(企画書等)

の作成要領をまとめたものである。 

 

第1章 

原子力発電環境整備機構が応札者に提示する資料 

及び応札者が提出すべき資料 
 

原子力発電環境整備機構（以下、「機構」という）は応札者に以下の表１に示す資料を

提示する。 

応札者は、それを受け、以下の表２に示す資料を作成し、機構へ提出する。 

 

[表１ 機構が応札者に提示する資料] 

資料名称 資料内容 

① 仕様書 地層処分システムの安全評価に関する動画制作に係る仕

様を記述 

② 評価手順書 総合評価落札方式に係る評価手順について、落札方式及び

得点配分、評価の手続き、評価項目の採点方法等を記述 

③ 応札資料作成要領 応札者が、評価項目一覧及び企画書に記載すべき項目の概

要や企画書の雛形等を記述 

④ 評価項目一覧 企画書に記載すべき企画要求事項の一覧、必須項目及び任

意項目の区分、得点配分等を記述 

 

[表２ 応札者が機構に提出する資料] 

資料名称 資料内容 

①評価項目一覧 評価項目一覧の企画書頁番号欄に、応札者が作成した企画

書における該当頁番号を記入したもの 

②企画書 仕様書に記述された要求仕様をどのように実現するかを

企画書にて説明したもの 

主な項目は以下のとおり 

ア） 事業の目的、内容及び実施スケジュール 

イ） 事業の効果 

ウ） 事業の実施体制 

 

 

 

 

 

 



 

第2章 

評価項目一覧に係る作成要領及び説明 

2.1 評価項目一覧の構成及び各項目の説明 

評価項目一覧の構成及び各項目の記載内容の説明を以下に示す。 

 

項目名 項目説明 記入者 

評価項目 

「評価対象とする項目」 

→ 事業の目的・内容及び実施スケジュール、事業の効果、事業

実施体制、添付資料に分類。企画書の目次として記載 

機構 

企画要求事項 
「企画にあたり要求する事項」 

→ 評価項目における要求要件であり、企画書を評価する事項 
機構 

評価区分 

「評価の区分」 

→ 評価項目毎に、必須（必ず企画すべき項目)と、任意（必須

以外の項目)を区分 

機構 

得点配分 
「評価に係る得点の配分」 

→ 各評価項目に対する基礎点及び加点の配分 
機構 

評価基準 

「評価を行う上での観点」 

→ 企画要求事項を、基礎点に係る評価基準と、加点に係る評価

基準に分類し、その観点から企画内容を評価 

機構 

雛形頁番号 
「各評価項目に該当する企画書雛形」 

→ 各評価項目と対応する別紙１企画書雛形*の頁 
機構 

企画書頁番号 

「企画要求事項に対応する企画書の該当頁番号」 

→ 応札者が記載する項目 

該当する企画書の頁が存在しない場合には空欄とし、評価者

は本欄に記載がある評価項目のみを対象として採点 

応札者 

 

*: 応札者が企画書を作成する際に、参考とすることが可能な企画書の雛型。企画要求事

項毎の記述内容、評価の観点等が記載されている。 

詳細は本応札資料作成要領第4章を参照のこと。 

 



第3章 

企画書に係る作成要領及び説明 

3.1 企画書の構成及び記載事項 

以下に、企画書の記載項目及び要求する記載内容を示す。 

 

企画書 

項番 

企画書記載項目 

（評価項目） 
企画書記載内容 

1 
事業の目的、内容及び 

実施スケジュール 
事業の目的や内容、実施スケジュールについて記載 

2 事業の効果 事業の評価手法等について記載 

3 事業の実施体制 
事業の実施体制や事業に係る類似実績、知見・専門性、

経理処理能力について記載 

4 添付資料 再委託先の事業概要について記載 

 

3.2 企画書様式 

① 企画書は別紙１企画書雛形に提示する項目及び様式等を参考にして記述する。 

② 企画書及び評価項目一覧はＡ４判カラーにて、全１５部両面印刷し、特別に大き

な図面等が必要な場合には、原則としてＡ３判にて企画書の中に折り込む。 

③ 提出物は、上記の紙資料とともに、電子媒体でも提出する。その際のファイル形

式は、原則として、MS-Word、MS-PowerPoint、MS-Excel又はPDF形式とする（これに

拠りがたい場合は、機構まで申し出ること。） 

 

3.3 応札者による企画書の説明（プレゼンテーション） 

① 応札者は、企画内容の説明（プレゼンテーション）を行う。 

  ② 企画書の説明（プレゼンテーション）は、MS-PowerPoint等を用いて行うものとし、

発表時間は３０分程度（質疑応答１０分を含む）とする。なお、プロジェクター

は機構で準備する。 

③ 説明会の日時及び場所は入札説明書のとおりとする。 

④ プレゼンテーションに当たっては、与えられた時間を踏まえ、必要に応じて企画

書とは別に要約版資料を用意するなど、効率的な実施のために工夫する。 



3.4 留意事項 

① 企画書を評価する者が特段の専門的な知識や商品に関する一切の知識を有しなく

ても評価が可能な企画書を作成する。なお、必要に応じ用語解説などを添付する。 

② 企画にあたって、特定の製品を提案する場合は、当該製品を提案する理由を企画

書中に記載するとともに、記載内容を証明及び補足するもの（製品紹介、パンフレ

ット、比較表等）を添付する。 

③ 応札者は企画の際、企画内容について、より具体的・客観的な詳細説明を行うた

めの資料を、補足資料として企画書に添付することができる。なお、添付する際、

関連する頁を記載するなど、補足資料と企画書本文との関連性を明確にすること。 

④ 機構から連絡が取れるよう、企画書には連絡先（担当者、電話番号、FAX番号、及

びメールアドレス）を明記する。 

⑤ 評価項目一覧及び企画書等が、前述の構成、様式及び留意事項に従ったものでは

ないと機構が判断した場合は、その評価を行わないことがある。また、補足資料の提

出や補足説明等を求める場合がある。 

 

第4章 

企画書雛形 

4.1 企画書雛形を利用するに当たっての留意事項 
企画書雛形では、企画書に含めるべき記述内容及び、基礎点と加点の評価観点を提示

する。応札者は、企画書雛形を参考として企画書を作成することができるが、以下に留

意する必要がある。 

① 具体的な表記方法に関しては、応札者が必要と判断した場合は、当雛形への完全

な遵守を求めるものではない。 

  ② 評価項目一覧の企画書頁番号欄に、応札者が作成した企画書における頁番号を記

載すること。 

 

4.2 企画書雛形 

具体的な企画書雛形の内容は別紙１を参照 

 

以 上 



【１．事業の目的、内容、及び実施方法・スケジュール】
別紙１ 企画書雛形

１．１ 事業の目的

記述内容 ■事業の目的について具体的に記述する

【基礎点評価の観点】
・企画書記載の事業目的が仕様書と合致しているか。

■事業の目的

１



【１．事業の目的、内容、及び実施方法・スケジュール】
別紙１ 企画書雛形

１．２ 事業内容

記述内容 ■事業の内容について具体的に記述する

【加点の観点】
・チャプター毎に、伝えたいメッセージや趣旨が、分かりやす
く視聴者に伝わる演出となっているか。
・地下深部で生じる万年単位の地層処分システムの時間的
な状態の変遷や放射性核種の移行挙動について、動画の
見せ方や伝え方の創意工夫がなされ、視覚的に分かやすく
伝わる演出となっているか。
※5分程度の「3DCG」で制作する場面含む

■事業内容

２

【基礎点評価の観点】
・企画書記載の事業内容が仕様書と合致しているか。
・事業の内容に創意工夫が見られるか。
・当機構のイメージを棄損するような内容になっていないか。



【１．事業の目的、内容、及び実施方法・スケジュール】
別紙１ 企画書雛形

１．３ 実施方法・スケジュール

記述内容 ■確実に成果をあげるために、実施方法･スケジュールについて具体的に記載する。

【基礎点評価の観点】
・納品までの全体の作業手順が効率的かつ現実的なスケジュールとなっ
ているか。
・当機構の依頼に対して柔軟に対応できる作業手順やスケジュールとなっ
ているか。

■実施方法・スケジュール

３

【加点の観点】
・当機構と密に情報共有を行い、随時連携を行える工程と
なっているか。
・技術的な正確性を担保した動きや表現の適切性などの機
構による事前確認作業及び試作版の確認作業の工程が明
確に記載され、適正なものとなっているか。
・修正に対して柔軟に対応できる作業手順やスケジュールと
なっているか。



【２．事業の効果】
別紙１ 企画書雛形

２．１ 事業評価

記述内容
■クオリティ含め効果的かつ効率的で実現可能な事業内容とするための創意工夫や、進め方について記
載する。

【加点の観点】
・静止画の使用や動画の一部抜粋、テロップ追加など、機
構が自由に本動画を利用できるものとなっているか。
・本動画のフル上映のみならず、使用用途に応じた
チャプター単位での使用が可能なものとなっているか。
・委託先の知識・経験に基づくクオリティの高いものとなっ
ているか。

■事業評価

４

【基礎点評価の観点】
・動画内で使用する素材（アニメーション、イラスト、CG、ナレーション、音
楽、音響等）は無償で継続使用を可能とする内容となっているか。また、
知名度の高いタレントや声優は使用していないか。



【３．事業の実施体制】
別紙１ 企画書雛形

３．１ 実施体制･役割分担

記述内容 ■業務の実施体制。役割分担について、体制上の役割や、要員数がわかるように記述する

【加点の観点】
・当機構の依頼・課題に真摯に向き合い、解決に向けた適
切な助言・提案を行えるか。

・専門的知見に基づき、当機構に適切な助言・提案を行う
ことができるか。
・ミスを防止するための体制（チェック体制等）は整備され
ているか。

【基礎点評価の観点】
・事業の実施体制及び役割分担が妥当なものとなっているか。
・事業を遂行する上で妥当な人数が確保されているか。

■実施体制･役割分担

５



【３．事業の実施体制】
別紙１ 企画書雛形

３．２ 組織としての専門性、類似事業の実績

記述内容 ■当該事業の類似実績、事業内容に関する専門性ノウハウ等について記述する

【加点の観点】
・ 3D及び2DCGにおいて、本件と同等のクオリティがイ
メージできる動画実績があるか。
・組織として事業内容に関する専門知識、ノウハウ等の蓄
積が豊富にあると認められるか。

・事業従事予定者に、事業内容に関する専門知識、ノウハ
ウ等があるか。
・同様の業務について十分な経験を持つ者が従事者に含
まれているか。

【基礎点評価の観点】
・3D及び2DCGで制作した動画等の受託実績があるか。
・組織として事業内容に関する専門知識、ノウハウ等の蓄積が豊
富にあると認められるか。
・事業従事予定者に、事業内容に関する専門知識、ノウハウ等が
あるか。
・同様の業務について十分な経験を持つ者が従事者に含まれて
いるか。

■専門性、類似事業の実績

６



【３．事業の実施体制】
別紙１ 企画書雛形

３．３経理処理能力等

記述内容 ■事業遂行するための経営基盤、経理処理能力、事務処理能力について具体的に記述する。

【基礎点評価の観点】
・企画書内に経営基盤や経理処理能力等を判断できる根拠の記載
はあるか。

■経理処理能力等

７




